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ヨーロッパ人の生活の中には古典の叡智が格言

というかたちで活かされている。格言は英語でマ

クシムと言われているが、この語はラテン語の「も

っとも重要なもの」に由来する。それゆえ格言は

「最も重要な生き方」を暗示しており、それが使

われる国々や各人の文化的特徴をよく示してい

る。

格言を収集した作品が１６世紀ルネサンス時代に

多く出版された。その最大の規模のものはヒュー

マニズムの王者と言われるエラスムスの『格言

集』（Adagia）である。この書は１５００年に初版が

出たが、版を重ねるごとに厚くなり、最終版では

４１５１個の格言が収録された。わたしはその最終版

に属する１６１７年にハノーバーで出版されたものを

所有している。それはとても古くなっていても出

版されたときは子牛革製の美装本であった。

当時の人びとはこのような格言を口にすること

によってギリシア・ローマの古典および聖書の神

髄を身につけることができると信じた。この作品

では古典語の格言があげられているだけでなく、

エラスムスはヒューマニストらしく多数の文献を

渉猟しながら、それぞれの格言がどのような意味

で用いられてきたかを説明し、非常に詳細な解説

を加えて紹介した。そのなかでも解説が最も長い

ものに「戦争はそれを経験しない者によって好ま

れる」があり、次に長いものには「アルキビアデ

スのシレノス像」というのがあって、これはプラ

トンの『饗宴』から取材した将軍アルキビアデス

の話しに出てくるもので、外見は野獣面のシレノ

ス神のように醜いが、その心は黄金の神像である

という、人間の内面と外面との矛盾を示す修辞学

的な表現である。

一般的にいってヨーロッパの格言はギリシア・

ローマの詩人の作品に由来するものが多く見られ

る。わたしが三年前に入手したローマの大詩人ホ

ラティウスの全集はポケット版のきわめて小型の

書物であったが、ラテン語の文法を教えていて、

ここから練習問題が多数出題されているのに気づ

いた。これらの格言は余りに内容が優れているの

で学生に暗記してもらったが、その中にはたとえ

ばこんなものがある。�「黄金の中庸」。�「貪
欲な人はいつも不足している」。�「遊びは混乱
や争いや怒りを生む」。�「多くの労苦なしには
生命は死すべきものに何ものも授けない」�「煩
わしさを離れて祖国の土地を自分の牛で耕す人は

幸いである」。この中で�は『論語』にある「過
ぎたるはなお及ばざるごとし」と同じで、アリス

トテレス以来行動の原則とみなされている。�は
引退した老人が掲げる理想である「晴耕雨読」と

同じ内容である。

わたしは学生のときからケーベル博士（明治２６

年来日し東大で哲学を講じた）の随筆集を愛読し

てきたが、彼は日本の学生に「ゆっくり急げ」

（festena lente）を訓言として常に与えた。これ

は「仕事に早く着手し、時間をかけて学びなさい」

という意味である。

終りにわたしはこれまで常に念頭に置いてきた

金言を新入生の諸君に贈りたい。それは「千里の

道も一歩から」という訓言であるが、これはヨー

ロッパでは「ローマは一日にして成らず」といわ

れる。その意味するところは説明を要しないほど

明瞭である。ただ「一歩」を日々踏み出すことだ

けが大切なのである。

（アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科 客員教授）

図図図書書書館館館ツツツアアアーーーととと
オオオリリリエエエンンンテテテーーーシシショョョンンン受受受付付付中中中！！！

個人でもグループでも申込みができます。

内容は館内の案内や本の探し方、データベー

ス紹介など。ぜひ参加してください。

申し込みはカウンターまで！

ヨーロッパの格言
金子 晴勇

第４４号（２００７年春）
祝卒業・
新入生歓迎号聖聖学学院院大大学学総総合合図図書書館館報報

1― ―



ロンドンの街並風景

大学図書館に入館し、書棚に並ぶ本を見ると、
背表紙には難しい題が並んでいます。それを見た
だけで、自分には読めないのではないかという思
いを持つかたも多いことでしょう。
しかし、そのようなことはありません。面白い
ことをお話します。私は、指導している学生に、
各自の研究課題に関する本を自分で探し持参する
ように指示しますが、その際にとても驚かされる
ことがあります。それは、まだ研究を始めたばか
りの学生が自分で探してきた本なのに、その本が
非常に有名な研究者の著作であったり、とても優
れた内容の書物である場合が、実に多いというこ
とです。
また私は、いつも何らかの本を求めて探し歩い
ています。書名や著者名が事前にわかっていて探
し、見つける場合もありますが、自宅近くの小さ
な古書の店にフラッと入った折に、書棚の片隅
に、長く探していた本がヒッソリと置かれている
のを偶然に見つけることもあります。このよう
に、思いもかけず欲しい本に出会うことを、私は
幾度となく経験してきました。
私の指導教授は、次のように言いました。本の
著者は、自分の思いを本に託し、命を注ぐように
本を書いた。だから一冊一冊の本には、著者の思
いが込められている。本は、そのような著者の思
いを蓄えながら、自分（本）との出会いを求める
読者の到来を待っていて、その人が近くに現れる
と密かに読者を呼ぶ。だから、本が呼ぶ声に耳を
澄ましているようにしなさい…。
私は、優れた本を学生が自分で探して持参した
時や、私が求めていた本に偶然に出会えた時など
に、この教授の言葉を思い出すのです。
聖学院大学の図書館にある沢山の本は、皆さん
が近くを通るのを待っています。本の近くに行け
ば、本が皆さんを呼ぶ声が聞こえると思います。
皆さん、どうか図書館に通い、皆さんを待ってい
る沢山の本に出会ってください。

（児童学科 助教授）

１９９８年に開館した大英図書館は、もともとは大
英博物館の付属図書館で、その歴史は１７５３年にさ
かのぼる。マグナ・カルタを含むその貴重なコレ
クションや蔵書の歴史的価値を考えれば、大英図
書館が大英博物館の一部であったことも頷ける。
大英図書館は、今では大英博物館とは別組織と
なったが、ロンドンには今もこうした美術館や博
物館の中に設けられた図書館が数多く存在する。
ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館は、
イギリス国内外の工芸・美術品を所蔵、陳列する
巨大な博物館である。この博物館の中にある図書
館は国立の美術専門図書館で、博物館の最上階に
あるその優雅な大閲覧室へは、連日、美術史の研
究者はもちろん、美大生やデザイナーの卵たちが
足しげく通っている。蔵書も貴重なものが多く、
著名な芸術家の直筆の日記なども実際に手にとっ
て読むことができる。
テムズ河岸に建つテイト・ギャラリーは、ウィ
リアム・ブレイクやターナーの絵画作品を多く所
蔵することで知られるが、ここにも小さな付属図
書館がある。こちらはギャラリーの地下に位置
し、近代的な内装の小空間である。適度に張り詰
めた緊張感が漂う閲覧室は、やはり美大生の勉学
の場として活用されている。

１８世紀のイギリスで活躍した建築家ジョン・ソ
ーン卿の自邸は、今では彼の名前を冠した美術館
として一般に公開されている。ここにも小さな付
属図書館がある。２０畳足らずの狭小な閲覧室への
入口は、人ひとりがやっと通り抜けることができ

本との出会い
永井 理恵子

ロンドンの
ミュージアム・ライブラリー案内

近藤 存志
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ライブラリー・アシスタントとして
１０３L０７３ 滝島 洋一

３階カウンター

るような小さな扉で、その先に図書館があると知
らなければ見過ごしてしまう。この図書館の利用
は予約制で、１日数名だけが閲覧を許される。一
般の人々にはほとんど知られていない秘密めいた
小空間で過ごす静かな読書の時間は、まさに至福
の時という表現がピッタリなのである。
世界中から集まる観光客でごった返す美術館の
一角にあるミュージアム・ライブラリー。西洋美
術史やデザイン史に関心のある学生諸君は、そう
した図書館を覗いてみてはいかがだろうか。一味
違ったロンドンのアート・シーンを体験すること
ができるはずである。

（欧米文化学科 助教授）

あなたの好きな場所は？と聞かれたら私は即座
に「図書館」と答えます。
私にとって図書館で過ごす時間は、精神的に「森
林浴」と同じ効果を与えてくれるように思いま
す。図書館に一歩足を踏み入れると、外の騒々し
さから切り離され、「本」独特の香りが心を落ち
着かせ、ページをめくる音が木の葉の揺らぎに似
た音を立てています。
私は３年生春学期から現在までこの図書館で
「ライブラリー・アシスタント」として、３階で
パソコンの貸し出しをしています。私にとっては
「癒し」の場である図書館ですが、他の学生達は
どのように利用しているのか、カウンターの中か
ら見た事、感じたことを思い出しながら二年間を
振り返ってみました。
通常授業のときには、空き時間をゆっくりと過
ごす学生が多く見られます。目当ての本を探した
り、パソコンを操作したり、グループで話し合い
をしたりといわゆるキャンパスライフを楽しむ場
として利用しているようです。この雰囲気が一変
するのが、試験前、試験期間中です。試験に備え
ての勉強、パソコンを使ってのレポート作りな
ど、学生の本分である「勉学」の場となります。
この期間のほんの少しではあるが殺気立った、緊
張感のある図書館が私は嫌いではありません。
１０月になると、学内ではスーツ姿の学生が多く
見られます。図書館にも、キャリアサポートセン

ターで、就職ガイダンスのビデオを借りた学生
が、視聴覚コーナーを利用しに来ます。私も自分
の就職活動を思い出し、今、まさに就活戦線真只
中の後輩たちに言葉には出さないが「がんばれ」
という気持ちを込めてヘッドホンなどを貸し出し
ています。
私のライブラリー・アシスタントとしての役目
も残すところあとわずかです。癒し、勉学、その
他諸々の目的で来館する学生が気持ちよく利用で
きるように、最後までお手伝いをするつもりで
す。これからも図書館を積極的に利用し、充実し
た学生生活を送ってください。

（コミュニティ政策学科）

ライブラリー・アシスタント募集
図書館で、働いてみませんか？学生アルバ

イトを若干名、募集しています。興味がある

人は、図書館カウンターまで。

勤務時間：平日 ９時～１８時３０分（３交代制）

業務内容：ノートPC貸出・メンテナンス等

資 格：「コンピュータ基礎A」修了者

申込み締切り ２００７年４月４日（水）１７時

●ノートPCを借りる・視聴覚資料を見る●

ノート PCや視聴覚資料の利用は、３階カウ
ンターでライブラリー・アシスタントが受付し
ています。ノート PCの貸出には、学生証が必
要です。視聴覚ブースの利用は申込書に記入
し、ヘッドホンを受け取ってください。ソフト
は棚に並んでいます（持込不可）。ノート PC・
視聴覚資料（除く CD）とも利用は館内のみで
す。空き時間にどうぞ。

ぱぴるすNo.44 2007.4
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私は図書館が好きである。実際大学生活の中で
もよく利用している。読書をしていなくても、図
書館の机に向かって、本に囲まれているというこ
とが私にとって非常に楽しいのである。
しかし、聖学院の全学生が図書館を定期的に利
用しているか、という面ではそうではないと思
う。最近の利用者を見ていて感じることは、研究
やレポートのためという必要性のある読書ではな
く、『純粋に本を楽しむ時間』を持っている人が、
年々減ってきているのではないかということだ。
もちろん、意図的に図書館へと足を運び、図書
との時間を持っている人も、学内に大勢いるが、
それと同じくらい図書館を利用していない人も多
いのではないだろうか。それに加え、図書館でも、
パソコンを利用する人が増え、パソコンから多く
の情報を得る人が増えていることも本を読まない
理由の一つになっている。
このパソコンという情報媒体の活用も、情報の
集まる場所として、図書館がたどり着いた姿なの
かもしれないが、私はやはり皆さんにデータとし
ての情報だけでなく、本を手にして貰いたい。
新入生の中にも『図書館の利用の仕方が良くわ
からない』『読みたい本がない』と、図書館を敬
遠する学生は少なくはないと思う。しかし、それ
こそ自分と良書との出会いを、自ら放棄するとい
うことになりうる選択なのだと思う。最初から敬
遠してしまって、図書館に足を運ばないというこ
とは、本を必要とする際にも図書館を使いこなせ
ないままで、図書館の楽しみを減少させてしまう。
確かに、今まで図書館と離れていた人にとっ
て、『大学図書館』は重々しくうつるのかもしれ
ないが、自分で想像して心理的に壁を作り出して
しまうより、まず一歩、足を進めてみてはどうだ
ろうか。
大学図書館には、もし利用する上で迷うことが
あれば、それに答えてくれる職員もいるし、レフ
ァレンスのカウンターも設けてある。何も心配す
る必要はないのである。
まず一歩。本はきっと、皆さんに会える日を静
かに待っていてくれているのだから。

（日本文化学科）

私が図書館に通うようになったきっかけはレポ
ート。レポートは未知の世界。何をどうしたらよ
いかまったく分からなかった。勉強をしたことが
ない自分にとっては不安でしょうがなかった。テ
ストなどは授業さえ聞いていれば勉強しなくても
できる。しかしレポートは授業を聞いているから
ってできるわけではないし、テストのように受け
れば良いと言うわけにはいかない。確実にやらな
ければならないものなのだ。
勉強も楽しいけど、早く帰って遊びたいがため
になるべく午後の授業はとらず午前中に集中させ
よう。入りたてのころはそう思い授業を選択して
いた。そんな意気込みでレポートなんて終わるは
ずがない。勉強は好きだが授業以外では勉強はし
たくない私にとっては辛く先が見えなかった。
大学は高校と違って空き時間というものがあ
る。その時間に終わらそう。学校以外では勉強を
したくない私にとってはそれしか浮かばなかっ
た。そう決意した私は、空き時間、昼休み、礼拝
の時間を使いレポートを終わらせた。しかしだん
だんレポートの量が増え内容が濃くなり学校だけ
では間に合わなくなった。だから家に持ち帰った
が何もできず締め切り前日になり授業が終わった
あとも図書館に残り終わらせた。それからは学校
がある日は図書館に残ってレポートをするように
なった。また、今まで出された宿題や課題も図書
館で終わらすことを覚えた。そしてレポートや課
題に使用する資料も図書館で探す事ができること
を知った。
まさか自分が図書館に通うなんて、調べ物をす
るなんて、思ってもみなかった。
図書館があったからこそ休みの日や学校が早く
終わった日は遊びに行ったり趣味に時間をかけた
りできたのだ。だから早く帰ることができるテス
ト期や補講期間に私は好きなことができたのだ。
私にとってこの四年間が一番勉強した。そして
勉強と遊びの両立もできた。それは図書館があっ
たおかげなのだ。多分私にとってこの図書館は一
生の思い出になるであろう。

（児童学科）

知識への第一歩
１０３J０１７ 岩田 佳子

私の大学四年間
１０３C００７ 飯田 未央
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図書館のススメ

今まで図書館を「本を借りる」という用途でし
か使ったことがない人、それどころか、めったに
図書館に行ったことがない人、大学図書館をもっ
と知って、活用してみませんか。
「なぜ、図書館に行かなきゃならないの？ 中
学・高校までは別に図書室に行かなくても授業は
困らなかったよ」と思う人は、千野信浩著『図書
館を使い倒す！』（新潮社）請求記号０１５

＝

C４７ を読んで
みて下さい。週刊ダイヤモンドの記者である著者
は、ネットになければ情報探索をあきらめてしま
う現状を嘆き、レポートや論文に活用できる情報
を図書館でどれだけ収集できるかを熱く語ってい
ます。
「図書館を使わなければならない理由はわかっ
たけど、大学図書館は何ができるの？」と思って
いる人、大野友和編『大学図書館がゼロからわか
る本』（日本図書館協会）０１７．７

＝
O６７ がお勧めです。

この本には、大学図書館ではどんなサービスを提
供しているのか、レポートや勉強に役立つ図書や
雑誌をどう探すのか、といった大学での勉強に対
してとても役立つ事が述べられています。
「いちいち本を読むのが面倒。もっと簡単に図
書館のことを知りたい」という人はビデオ『新・
図書館の達人シリーズ』（紀伊国屋書店）視聴覚コー

ナー を見てみましょう。
このビデオは図書館で何ができるのかをわかり
やすく解説しています。図書館司書養成の授業で
も使用されており、内容はお墨付きです。
「図書館全体の事情はわかったけど、聖学院で
はどうよ？」と思ったら、本学図書館で発行して
いる『図書館を使いこなす ハンドブック ２００６

‐２００７』（聖学院大学総合図書館）カウンターにて配布

を参照してみてください。
聖学院大学総合図書館で本をどうやって探せば
いいのか、どのようなデータベースが提供されて
いるのかがわかります。
図書館の使い方を知って、あなたも図書館の達
人に�

２００６年度図書館の主な動き

�入館ゲートを設置しました
２００６年５月、入口に入館ゲートを設置しまし
た。このゲートは ICカード化された学生証や教
職員証に対応していて、Touch and Goで通るこ
とができます。
�法人内図書館の蔵書が同時検索できます
２００６年４月より、図書館システムに聖学院中
高、女子聖学院中高の２図書館が本格的に参加。
共通の蔵書検索システムで、３館の蔵書が同時に
検索できます。本も大学図書館を通して借りられ
ます。
�館内貸出用PCが新しくなりました
２００６年５月、館内貸出用ノート PCを新型マシ
ンに入れ替えました。動作速度も速く、ネットワ
ークへの接続もスムーズになりました。
�開架書庫資料を大幅に移動しました
以前、３階書架にあった経済、財政の分野の資
料を２階書架へ移動しました。現在は、一般図書
の配架が２階は総記～社会科学：財政（分類番号
０００～３４９）３階に社会科学：統計～文学（同３５０
～９９９）となりました。

図書館の設備
１．面積
サービス・スペース
（閲覧・視聴覚コーナー等）

８８８㎡

管理スペース
（書庫・事務室）

１，１８６㎡
書庫収容能力 ２２４，０００冊＊

合 計 ２，０７４㎡

＊１段（９０cm）を２５冊として

２．閲覧室
閲覧座席数 ３１５席 利用者用プリンタ ４台

利用者用端末 ６０台
複写機 ２台
マイクロリーダー １台

３．視聴覚機器
テレビデオ ６台 LDプレーヤー ２台
CDプレーヤー １台 DVDプレーヤー １台
カセットプレーヤー １２台 DVD・ビデオプレーヤー ８セット

４．コンピュータ（業務用）
システムサーバー
無停電装置付 ３台

事務用端末 １３台
プリンタ ３台

防犯カメラサーバー １台 ハンディターミナル ３台
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発行・編集 聖学院大学総合図書館
〒３６２‐８５８５ 埼玉県上尾市戸崎１番１号
電話０４８‐７２５‐５４６１ FAX０４８‐７８０‐１０９６
E-mail : lib@seigakuin-univ.ac.jp
URL : http : //www.seigakuin-univ.ac.jp/scr/lib.asp

資料借用 ６６（内、学・院生２０） 視聴覚コーナー利用 １，９９２

資料貸出 ３９ 館内ノートPC貸出 ３，９０５

複写依頼 ５２２（内、学・院生３２１） 文献検索 ３６

複写受付 ３４１

紹介状発行 ２６（内、学・院生２２）

Ⅴ その他（他館との協力等）
（２００６年４月１日～２００７年１月３１日）

紹介状受付 ２

図書合計 雑誌・紀要 CD-ROM カセット CD

院・ア２年 ２９７ ０ ０ ０ ２
院・ア１年 ３５ ０ ０ ０ ０
院・後期３年 ０ ０ ０ ０ ０
院・後期２年 ４３ ０ ０ ０ ０
院・後期１年 ４４３ ０ ０ ０ ０
院・福１年 ３３５ １９ ０ ０ ０
院・科目等 １０１ ８ ０ ０ ０
院 小 計 １，５１６ ４０ １ ０ ２
政治経済４年 ３９４ １４ ０ ０ １
政治経済３年 ９７０ ４０ ０ ２ ７
政治経済２年 ３４７ ２８ ２ ０ １１
政治経済１年 ４９４ １４ ０ ０ １
コミュニティ４年 ３０７ ６ ０ ０ １
コミュニティ３年 ６２９ ２４ １ ０ １６
コミュニティ２年 ２５９ １６ ０ ０ ２
コミュニティ１年 ５００ １８ ０ ０ １

欧米文化３年 ９０５ ４８ ２ ０ １９
欧米文化２年 ６７０ １１ １ ０ ６
欧米文化１年 ４２９ ５ １ ０ ０
日本文化４年 ９２０ １６ ０ ０ ７
日本文化３年 １，５４９ ３８ ３ ０ １３
日本文化２年 １，００８ ３０ １ ０ ９
日本文化１年 ９８９ １ ０ ０ １
児 童 ４ 年 ７７２ １３ ０ ０ ２
児 童 ３ 年 １，１９４ ３ ０ ０ ５
児 童 ２ 年 ２，１６９ １１ ０ ０ ５

人間福祉４年 ５８０ ２０ ２ ０ ０
人間福祉３年 ８８４ ２１ ３ １ １０
人間福祉２年 ３５２ １ ３ ０ ０

院・政策２年 １５３ ０ ０ ０ ０
院・政策１年 １０９ １３ １ ０ ０

科目等履修 ３９ ７ １ ０ ０
大 学 小 計 １８，０１２ ３９７ ２１ ７ １３２
合 計 １９，５２８ ４３７ ２２ ７ １３４

Ⅵ 館外貸出冊数・学科・学年別
（２００６年４月１日～２００７年１月３１日）

児 童 １ 年 ６１６ １ ０ ０ ０

欧米文化４年 ６４２ １０ １ ２ ７

人間福祉１年 ３９４ １ ０ ２ ８

Ⅲ その他の資料 （２００７年１月３１日現在）
和雑誌（紀要・寄贈含） ５８５ カセットテープ １，２３４
洋雑誌（寄贈含） １２８ ビデオ・LD･DVD ２，５５６
スライド ３４ CD ９０１
マイクロ資料 １４，９１８ CD-ROM ４２１

Ⅱ 蔵書冊数 （２００７年１月３１日現在）
和書 洋書 合計

総記 ９，９１９ １，４０８ １１，３２７
哲学・宗教 １９，５５３ １５，５６０ ３５，１１３
歴史・地理 １６，７５７ ３，１４５ １９，９０２
社会科学（含教育学・福祉） ７２，８７７ ２０，４５４ ９３，３３１
自然科学（含医学） １１，１０５ １，３４８ １２，４５３
工学（含家事） ６，２７５ ５０６ ６，７８１
産業 ４，５５７ ４４６ ５，００３
芸術（含楽譜） ８，４９６ ８７２ ９，３６８
語学 １０，２８１ ３，１３８ １３，４１９
文学 ３９，３４７ １３，６１５ ５２，９６２
その他 ４，０７２ ９４２ ５，０１４
合計 ２０３，２３９ ６１，４３４ ２６４，６７３

和書 洋書 合計
総記 ６０４ ０ ６０４
哲学・宗教 １，９８５ ５０ ２，０３５
歴史・地理 １，２６０ ４ １，２６４
社会科学（含教育学・福祉） ７，１６５ ２６ ７，１９１
自然科学（含医学） ８７１ ０ ８７１
工学（含家事） ３５８ ２ ３６０
産業 ２５３ ０ ２５３
芸術（含楽譜） ８７３ １７ ８９０
語学 １，５０９ １７ １，５２６
文学 ３，４３３ ８１ ３，５１４
その他 １，０１１ ９ １，０２０
合計 １９，３２２ ２０６ １９，５２８

Ⅳ 館外貸出冊数（図書）：分類別
（２００６年４月１日～２００７年１月３１日）

学生・院生・履修生のみ

� 図書館の推移
学生数 蔵書数 年間受入冊数 開館日数 貸出冊数 図書費

２００６ ２，９６９ ２６４，６７３ ７，８６９ ２７６ １９．５ ３２，３４５
２００５ ２，９６８ ２５４，９２１ ６，８７８ ２３２ １８．４ ２９，７００
２００４ ２，９３８ ２４７，２５０ ８，２８７ ２７５ １７．５ ３０，４００
２００３ ２，９２９ ２４２，３６８ ６，２２０ ２７５ １７．６ ３０，３４４
２００２ ２，９３１ ２３５，７４５ ６，２２３ ２７１ １８．４ ３３，８０５
２００１ ２，８２５ ２２８，２５４ ７，９４８ ２７５ ２１ ３４，７４５
２０００ ２，５４９ ２１９，３６８ ６，７６９ ２７４ １８ ３５，８０５
１９９９ ２，２２０ ２１３，６９１ ５，４４９ ２８１ １４．１ ２８，０００
１９９５ ２，１３７ １６３，５０６ １３，４３８ ２７１ ２１．５ ３９，７００

１９８５
１９８０

１，００５
８７７

５１，０００
３６，０００

５，０４３
２，５９９

２８４
２３６

１０．１
６．８

１２，３９９
７，５８８

１９７５ ７６３ ２２，０００ ４，２６５ １８３ ３．５ ３，７５４

人 冊 冊 日 千冊 千円

１９９０ １，７６９ ９６，７５２ ８，１９５ ２８０ １１．８ ２２，６５０

１９７０ ４４０ １４，０００ １，２９６ ２３９ ２．１ １，３４０

規程の変更に伴い、１９９９年以降は消耗品図書も含めた冊数とした。
１９６７ １２５ ７，０００ 〔２４７〕〔１．４〕 〔１，３８０〕
１９６８ ２５６ １０，０００ ２，８３８ 〔２４７〕〔１．４〕 〔１，３８０〕

図書館の統計
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